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頭頸部がん 
 

•全がんの4～5％ 

• 90％以上が扁平上皮癌 

•男性に多い 

•危険因子 70％が飲酒、喫煙  

        HPV（ヒトパピローマウイルス） 



頭頸部がんが発生する部位 

＊呼吸 
＊発声 
＊摂食・嚥下 



治療 
•手術 
        利点：がんを取り去ることができる 

        欠点：大きく切除するほど機能が失われる 
 

•放射線 
       利点：形態を温存できる 

       欠点：口渇などの永続、嚥下障害、放射線誘発癌 
 

•抗がん剤 
   主に手術や放射線と組み合わせて使う 

 

•免疫チェックポイント阻害剤 
   再発、転移症例に2017年4月より保険適応 



当院での症例  
（2013年1月～2017年12月） 
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下咽頭 
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口腔 

鼻副鼻腔 
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発生部位 

男性 女性 計 

上咽頭 9 2 11 

中咽頭 40 11 51 

下咽頭 55 7 62 

喉頭 60 9 69 

口腔 39 35 74 

鼻副鼻腔 9 4 13 

唾液腺 7 8 15 

その他 4 5 9 

計 223 81 304 
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中咽頭がん  



TNM悪性腫瘍の分類 第8版 

T4a, T4bが統合 



TNM悪性腫瘍の分類 第8版 

N3a/N3bが定義 

従来のN3 



TNM悪性腫瘍の分類 第8版 

Down staging 
Ⅰ≒従来のⅠ～Ⅲ期 
Ⅱ≒従来のⅣA期 
Ⅲ≒従来のⅣB期 
Ⅳ≒従来のⅣC期 



頭頸部癌診療ガイドライン2018年版 



当院の現況 
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5年生存率(95%信頼区間) 
   0.708 (0.454-0.860) 

治療成績（生存曲線） 



下咽頭がん 







経口的切除 下咽頭喉頭全摘術 

ELPS 
（Endoscopic Laryngo-Pharyngeal Surgery) 永久気管孔；音声機能の喪失 



当院の現況 
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5生存率(95%信頼区間) 
0.574 (0.376-0.730) 
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治療成績（生存曲線） 



喉頭がん 







当院の現況 
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          5年生存率(95%信頼区間) 
             0.935 (0.801-0.980)  
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治療成績（生存曲線） 



口腔がん 
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当院の現況 
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5年生存率 (95%信頼区間) 
   0.838 (0.708-0.913)  

治療成績（生存曲線） 



上咽頭がん 

30-39 50-59 60-69 70-79 

Ⅱ 
Ⅲ 
ⅣC 

年齢 

0 

1 

2 

3 





2016年10月～IMRT、治療機械増設（１台→２台） 



鼻副鼻腔がん 
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扁平上皮癌 7 

腺癌 2 

嗅神経芽細胞腫 1 

神経内分泌癌 1 

腺様嚢胞癌 1 



動注+放射線→手術 4 

手術→放射線 3 
手術 2 

動注+放射線 1 
放射線化学療法 1 

重粒子線 1 



唾液腺がん  
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3 腺房細胞癌 3 

唾液腺導管 3 

腺様嚢胞癌 2 

粘表皮癌 2 

扁平上皮癌 2 

基底細胞腺癌 1 

オンコサイト癌 1 

上皮筋上皮癌 1 

耳下腺10例 顎下腺5例 



その他のがん 
•外耳道がん 7例 

•副咽頭原発扁平上皮癌 １例 

 

ＢＳＣ症例 
• 21例 

•男性14例 女性7例 

•年齢 65歳～96歳（中央値83歳） 



まとめ 

•各部位の特徴 

 

•各部位の治療法の選択と治療成績 

 
 

 


